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In School of Management at Senshu University,“Information Literacy”have been ofered
 
for freshman students.After that,seniors and juniors are learning together in a specialized
 
seminar.A novice grows up to be an expert in this learning environment.How we can
 
establish such educational environment for Bachelor of Management program from introductory
 
education have been studied.This study focuses on contents and method of“Information
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意思決定の有無 有 無 ― ―
?情報リテラシ」
習得の有無 有 有 有 無
支援の対象 ― Tの授業運営 Nの学習活動 ―
表3 2段シラバス









































































































回 学習テーマ 基礎知識の獲得 調査報告会の準備 発問回数





3 問題解決の手順 プレゼンテーションとは何か 調査報告会準備の手順 4
 
4 問題の発見 問題解決の手順 テーマ決定 7
 
5 情報の収集 インターネットの特徴と使い方 インターネットからの情報収集 2
 
6 情報の収集 文献検索の方法と特徴 文献からの情報収集 －
7 情報の分析 データ分析とは何か流れ図の作成 言語的データ分析 3
 
8 情報の分析 表計算とグラフ作成の方法 数量的データ分析 2
 
9 情報の加工 ワープロの特徴と報告書作成の方法 報告書の作成 4
 
10 情報の加工 パワーポイントの特徴とスライド作成の方法 スライドの作成 4
 
11 調査報告会リハーサル － リハーサル 2
 
12 調査報告会 － 5
調査報告会
13 調査報告会 － 5
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